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   既に行われている場合にオリジナルデータではなく 
   各々のグループについての情報に興味がある場合が存在 
 ⇒それらのグループの特徴を分布として表現し、 
  それを近似的に表現した統計量をデータと考えたものを 





















Meteorological Station January February … December 
AnQing [1.8, 7.1] [2.1, 7.2] … [4.3, 11.8] 
BaoDing [-7.1, 1.7] [-5.3, 4.8] … [-3.9, 5.2] 
BeiJing [-7.2, 2.1] [-5.9, 3.8] … [-4.4, 4.7] 
… … … … … 
ChangChun [-16.9, -6.7] [-17.6, -6.8] … [-15.9, -7.2] 
ChanSha [2.7, 7.4] [3.1, 7.7] … [4.1, 13.3] 
ZhiJiang [2.7, 8.4] [2.7, 8.7] … [5.1, 13.3] 
区間データをそのまま 
用いて解析を行った 




































































nn},,,,,,{ 1111 1 ggngn xxxxX =
},,{ 1 iini xx  :グループiにおけるp次元データ ),,1( gi =
(正規分布を仮定) gϕϕ ,,1  : g個のp変量確率密度関数 
ii ϕ:μ ii ϕ:Σの平均 の分散共分散行列 
を   から独立に発生したデータ集合と考えると、各グループの },,{ 1 iini xx  iϕ
inデータ数   が十分大きければ、   と     は                      における 
 



































),|()|( TνxΨx ϕ を見つけることである。 
mCC ,,1  : m個のクラスター 
jj C:ν の平均 の分散共分散行列 jj C:T











l a TνΨ =
EMアルゴリズムのASDへの適用 
   
 






    となり、元々のデータ値である   を用いずに         の値のみを用いることによりクラスタリングを高速に行える。 

































































































































( ))()(),( )(1)( klrsklirsi τσ == −TΣ
ijx iiin Σμ ,,
